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(57)【要約】
【課題】　血糖測定装置の操作性、携帯性を維持しつつ
、音声出力機能を実現する。
【解決手段】　音声出力機能を実現するためのアプリケ
ーションを備える携帯電話３００であって、前記アプリ
ケーションが起動されることで、血糖測定装置から送信
される信号を受信するための通信を開始する通信部３１
０と、前記血糖測定装置の操作内容を示す音声データを
記憶する音声データ記憶部３７３と、前記血糖測定装置
の内部状態に対応する識別子を含む信号を受信した場合
に、前記音声データ記憶部に記憶された音声データの中
から、当該内部状態に応じた音声データを選択する音声
選択部３７５と、音声選択部３７５により選択された音
声データを出力する再生処理部３７４とを備える。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声出力機能を実現するためのアプリケーションを備える携帯通信装置であって、
　前記アプリケーションが起動されることで、所定の医療機器から送信される信号を受信
するための通信を開始する通信手段と、
　前記所定の医療機器の操作内容を示す音声データを記憶する記憶手段と、
　前記所定の医療機器より、前記所定の医療機器の内部状態に対応する識別子を含む信号
を受信した場合に、前記記憶手段に記憶された音声データの中から、当該内部状態に応じ
た前記音声データを選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された音声データを出力する出力手段と
　を備えることを特徴とする携帯通信装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記音声データを、前記所定の医療機器の内部状態に対応する識別子
と対応付けて記憶しており、
　前記選択手段は、前記受信した信号に含まれる、前記所定の医療機器の内部状態に対応
する識別子に対応付けて記憶された音声データを選択することを特徴とする請求項１に記
載の携帯通信装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、更に、前記所定の医療機器において測定された測定データを音声出力
する際に用いられる音声データを記憶しており、
　前記携帯通信装置は、更に、
　前記所定の医療機器において測定された測定データを受信した場合に、前記記憶手段に
記憶された該音声データと、該受信した測定データとを合成し、測定データを音声出力す
るための音声データを生成する生成手段を備え、
　前記選択手段は、前記所定の医療機器より、前記所定の医療機器において測定された測
定データを受信した場合、前記生成手段において生成された音声データを選択することを
特徴とする請求項２に記載の携帯通信装置。
【請求項４】
　前記記憶手段は、更に、前記所定の医療機器において測定された測定データと、該測定
データの測定日時に関する情報とを音声出力する際に用いられる音声データを記憶してお
り、
　前記生成手段は、更に、前記所定の医療機器において測定された測定データと、該測定
データの測定日時に関する情報とを受信した場合に、前記記憶手段に記憶された該音声デ
ータと、該受信した測定データ及び測定日時に関する情報とを合成し、測定データを音声
出力するための音声データを生成し、
　前記選択手段は、前記所定の医療機器より、前記所定の医療機器において測定された測
定データ及び測定日時に関する情報を受信した場合、前記生成手段において生成された音
声データを選択することを特徴とする請求項３に記載の携帯通信装置。
【請求項５】
　前記出力手段において出力された音声データを再生するための指示を入力する指示手段
を更に備え、
　前記指示手段を介して再生の指示が入力された場合に、前記選択手段は、直近に選択し
た音声データを選択し、前記出力手段は、該選択手段が選択した音声データを出力するこ
とを特徴とする請求項３または４に記載の携帯通信装置。
【請求項６】
　前記所定の医療機器より、音声データを再生するための指示が送信された場合、前記選
択手段は、直近に選択した音声データを選択し、前記出力手段は、該選択手段が選択した
音声データを出力することを特徴とする請求項３または４に記載の携帯通信装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の携帯通信装置と、所定の医療機器とを備えるこ
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とを特徴とする音声出力システム。
【請求項８】
　音声出力機能を実現するためのアプリケーションを備え、所定の医療機器の操作内容を
示す音声データを記憶部に記憶する携帯通信装置における制御方法であって、
　前記アプリケーションが起動されることで、前記所定の医療機器から送信される信号を
受信するための通信を開始する通信工程と、
　前記所定の医療機器より、前記所定の医療機器の内部状態に対応する識別子を含む信号
を受信した場合に、前記記憶部に記憶された音声データの中から、当該内部状態に応じた
音声データを選択する選択工程と、
　前記選択工程において選択された音声データを音声出力する音声出力工程と
　を備えることを特徴とする携帯通信装置の制御方法。
【請求項９】
　音声出力機能を実現するためのプログラムであって、所定の医療機器の操作内容を示す
音声データを記憶部に記憶する携帯通信装置のコンピュータに、
　前記プログラムが起動されることで、前記所定の医療機器から送信される信号を受信す
るための通信を開始する通信工程と、
　前記所定の医療機器より、前記所定の医療機器の内部状態に対応する識別子を含む信号
を受信した場合に、前記記憶部に記憶された音声データの中から、当該内部状態に応じた
音声データを選択する選択工程と、
　前記選択工程において選択された音声データを音声出力する音声出力工程と
　を実行させるためのプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯通信装置及びその制御方法、並びに該携帯通信装置と医療機器とからな
る音声出力システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療機器の分野では、測定時の内部状態や測定が完了した際の測定結果等を
、音声出力によりユーザに報知する音声出力機能付きの機器が普及している。
【０００３】
　例えば、血糖測定装置では、測定時の内部状態の遷移に応じた操作ガイダンスや測定結
果である血糖値データを音声出力することが可能である。血糖測定装置の場合、被検者が
糖尿病患者であり、かつ、視力障害を有している場合が多いことから、このような音声出
力機能は、被検者にとって非常に便利な機能といえる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４３９５１４６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、音声出力機能を搭載した機器の場合、その分、外形寸法が大きくなるこ
とから、操作性、携帯性に欠けるといった問題がある。
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、医療機器の操作性、携帯性を維持しつ
つ、音声出力機能を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る携帯通信装置は以下のような構成を備える
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。即ち、
　音声出力機能を実現するためのアプリケーションを備える携帯通信装置であって、
　前記アプリケーションが起動されることで、所定の医療機器から送信される信号を受信
するための通信を開始する通信手段と、
　前記所定の医療機器における操作内容を示す音声データを記憶する記憶手段と、
　前記所定の医療機器より、前記所定の医療機器の内部状態に対応する識別子を含む信号
を受信した場合に、前記記憶手段に記憶された音声データの中から、当該内部状態に応じ
た前記音声データを選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された音声データを音声出力する音声出力手段とを備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、医療機器の操作性、携帯性を維持しつつ、音声出力機能を実現するこ
とが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る携帯通信装置を備える血糖測定システムの１００の外
観構成を示す図である。
【図２】血糖測定装置２００の測定装置本体部２１０の機能構成を示す図である。
【図３】携帯通信装置３００の機能構成及び音声出力制御プログラムの機能構成を示す図
である。
【図４】血糖測定システム１００における血糖測定・出力処理の流れを示す図である。
【図５】携帯電話３００における再生処理の流れを示す図である。
【図６】血糖測定システム１００における履歴呼び出し・出力処理の流れを示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の各実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下では、医
療機器として、血糖測定装置を用い、音声出力機能を実現するためのアプリケーションを
備える携帯通信装置として、いわゆる携帯電話を用いた血糖測定システム（音声出力シス
テム）を例に挙げて説明するが、本発明はこれに限定されるものではない。
【００１１】
　［第１の実施形態］
　＜１．血糖測定システムの外観構成＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る携帯電話３００を備える音声出力システムとしての
血糖測定システム１００の外観構成を示す図である。図１に示すように、血糖測定システ
ム１００は、血糖値を測定する血糖測定装置２００と、測定時に血糖測定装置２００の操
作内容を音声によりガイダンスしたり、血糖測定装置２００において測定された測定デー
タ（血糖値データ）を音声出力したりするための携帯電話３００と、を備え、互いに通信
可能に接続される。なお、血糖測定装置２００と携帯電話３００との間の通信は、有線で
あっても無線であってもよい。また、無線通信の場合にあっては、電波による通信であっ
ても、光や音波による通信であってもよい。
【００１２】
　血糖測定装置２００は、測定装置本体部２１０と、測定装置本体部２１０に装着される
測定用チップ２２０とを備える。
【００１３】
　測定用チップ２２０は、血液検体を保持するものであり、細管部２２１が配されたホル
ダ２２２を備え、ホルダ２２２内部には試験紙（不図示）が固定されている。
【００１４】
　細管部２２１は、毛細管現象により先端開口部から血液検体をホルダ２２２内部に導く
。細管部２２１を介して導かれる血液検体は、ホルダ２２２内部の試験紙に吸収される。
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試験紙には、グルコースと反応して呈色反応を示す発色試薬が含浸されている。
【００１５】
　測定装置本体部２１０は、測定用チップ２２０に保持された血液検体の血糖値を算出す
る。具体的には、波長の異なる２つの光を血液検体が吸収された試験紙に対して照射して
反射光の強度を測定することで血糖値を算出する。
【００１６】
　測定装置本体部２１０のハウジング２１１の先端には、波長の異なる２つの光を試験紙
に照射して反射光の強度を測定する測定部２１２が配されている。また、ハウジング２１
１の内部には、測定部２１２を制御するとともに測定部２１２で取得された測光値データ
に対して種々の演算を実行する制御部（不図示）が配されている。
【００１７】
　更に、ハウジング２１１の表面には、血糖測定装置２００に電力を供給する電源に対し
てＯＮ／ＯＦＦの指示を入力するための電源スイッチ２１３と、制御部において算出され
た血糖値データや制御部において検知された内部状態を表示するための表示部２１４と、
制御部において算出され測定日時と対応付けて記憶された過去の血糖値データを呼び出し
、表示部２１４に表示させるための履歴呼び出しボタン２１５と、携帯電話３００にて音
声出力された内容を再出力させるための再生ボタン２１６と、が配されている。
【００１８】
　携帯電話３００は、アンテナ３１６と、テンキー等を含む操作部３１１と、表示部３１
２と、音声出力部３１４と音声入力部３１３とを備え、他の携帯電話等との間で通話を行
ったり、メールのやりとりや各種データの送受信を行ったりすることができるよう構成さ
れている。
【００１９】
　更に、本実施形態に係る携帯電話３００では、血糖測定装置２００からの指示に従って
所定の音声を出力したり、血糖測定装置２００から送信された血糖値データを処理し、所
定のデータサーバにアップロードしたりするための機能を備える血糖測定装置用のアプリ
ケーションがインストールされている。
【００２０】
　３１５は、当該血糖測定装置用のアプリケーションが起動されることで、表示部３１２
に表示される操作画面の一例である。操作画面３１５に示すように、血糖測定装置用のア
プリケーションは、測定時に血糖測定装置２００からの指示に従って所定の音声を出力す
る音声出力モードと、血糖測定装置２００から送信され、携帯電話３００において受信日
時と対応付けて記憶された過去の血糖値データを表示したり、当該血糖値データに所定の
統計処理等を施したりする履歴データ処理モードと、血糖測定装置２００から送信された
測定結果である血糖値データを、所定のデータサーバ（病院のデータサーバ等）にアップ
ロードするデータアップロードモードと、を有する。
【００２１】
　なお、本実施形態に係る携帯電話３００では、血糖測定装置用のアプリケーションが有
する上記各モードのうち、主に音声出力モードにおける処理（音声出力制御処理）につい
て以下に説明する。
【００２２】
　＜２．血糖測定装置の機能構成＞
　次に、血糖測定装置２００の測定装置本体部２１０の機能構成について説明する。図２
は、血糖測定装置２００の測定装置本体部２１０の機能構成を示す図である。
【００２３】
　図２に示すように、測定装置本体部２１０の測定部２１２には、発光素子２３１と受光
素子２３２とが配されている。発光素子２３１では、制御部２４０からの発光指示に基づ
いて発光を行い、受光素子２３２では、発光素子２３１の発光により血液検体が吸収され
た試験紙に照射された光の反射光を受光することで、測光値データを生成する。
【００２４】
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　一方、測定装置本体部２１０のハウジング２１１内には、制御部２４０と、Ａ／Ｄ変換
器２５０と、表示制御部２６０と、入力受付部２７０と、通信部２８０とが配されている
。
【００２５】
　このうち、Ａ／Ｄ変換器２５０では、受光素子２３２において生成された測光値データ
を、Ａ／Ｄ変換し、制御部２４０に入力する。
【００２６】
　制御部２４０は、ＣＰＵ２４１と記憶部２４２とを備え、血糖測定装置２００としての
機能を実現するための各種プログラム及びデータ（Ａ／Ｄ変換器２５０を介して入力され
た測光値データに基づいて、血糖値データを算出するためのプログラム及びデータも含む
）は記憶部２４２に格納されており、適宜ＣＰＵ２４１において実行される。
【００２７】
　更に、記憶部２４２には、血糖測定装置２００の内部状態に対応する識別子や算出され
た血糖値データを、携帯電話３００に送信するための通信制御プログラム２４３も格納さ
れており、血糖測定処理の際に、逐次、通信部２８０を介して携帯電話３００に情報（内
部状態に対応する識別子や血糖値データ）を送信し、携帯電話３００において所定の音声
出力を実行することができるよう構成されている。
【００２８】
　表示制御部２６０は、制御部２４０からの表示指示に基づき、所定の画面（算出された
血糖値データや制御部２４０の内部状態を示す情報を表示する画面）を表示部２１４に表
示するよう制御する。入力受付部２７０は、図１の電源スイッチ２１３、履歴呼び出しボ
タン２１５、再生ボタン２１６からの指示を受け付け、当該受け付けた指示を制御部２４
０に送信する。
【００２９】
　通信部２８０は、血糖測定処理の際に、携帯電話３００に対して、血糖測定装置２００
の内部状態に対応する識別子や、算出された血糖値データを送信する。なお、通信部２８
０の通信方式は、特定の通信方式に限定されるものではなく、電波であっても、光であっ
ても音波であってもよい。
【００３０】
　このように、本実施形態では、血糖測定装置２００に、通信制御プログラム２４３及び
通信部２８０を配し、血糖測定装置の内部状態に対応する識別子や測定結果である血糖値
データを携帯電話３００に逐次送信する構成とすることで、携帯電話３００において音声
出力を行うことが可能となる。この結果、血糖測定装置２００に、音声出力機能を搭載さ
せる必要がなくなり、血糖測定装置２００の外形寸法を削減することが可能となる（つま
り、操作性、携帯性にすぐれた血糖測定装置を提供することが可能となる）。
【００３１】
　＜３．携帯電話の機能構成及び音声出力制御プログラムの機能構成＞
　次に、携帯電話３００の機能構成及び血糖測定装置用のアプリケーションに含まれる音
声出力制御プログラムの機能構成について説明する。
【００３２】
　図３は、携帯電話３００の機能構成を示す図である。なお、携帯電話３００は、通話機
能やメール送受信機能等、一般的な携帯電話が有する機能を有しているものとするが、図
３の例では、特に、血糖測定装置用のアプリケーション（特に音声出力制御処理）の実行
と関連する機能構成についてのみ図示している。
【００３３】
　図３に示すように、携帯電話３００は、通信部３１０と、制御部３４０と、表示制御部
３２０と、操作受付部３３０と、音声出力制御部３６０と、再生ボタン３５０とを備える
。
【００３４】
　通信部３１０は、血糖測定装置２００との間で通信を行う際に用いられる。なお、上述
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したように、血糖測定装置２００との間の通信では、電波や光、音波等、任意の通信方式
が適用可能である。
【００３５】
　表示制御部３２０は、血糖測定装置用のアプリケーションを選択するためのメニュー画
面や、血糖測定装置用のアプリケーションが選択された場合に、その操作画面３１５を表
示部３１２に表示するよう制御する。
【００３６】
　操作受付部３３０は、上記メニュー画面や操作画面上に表示された選択項目にカーソル
を移動させるための矢印キーや、移動させたカーソル位置の選択項目を選択するための決
定キー、ならびに各種テンキー等を含む操作部３１１からの被検者の操作を受け付ける。
【００３７】
　音声出力制御部３６０は、血糖測定装置２００からの指示に基づいて、血糖測定装置用
のアプリケーションが選択した音声データを音声出力部３１４を介して出力するよう制御
する。なお、音声出力部３１４は、通話中は、通話相手側の音声を出力するよう構成され
ているものとする（つまり、血糖測定装置用のアプリケーションによる音声データの出力
は、通話時に通話相手側の音声を出力する音声出力部を共有することにより実現される）
。
【００３８】
　再生ボタン３５０は、血糖測定装置２００からの指示に基づいて、音声出力部３１４よ
り出力された音声データを、再度、出力するための指示を入力するボタンである。当該再
生ボタン３５０が押圧されることで、直近に出力された音声データが、再度、出力される
こととなる。なお、再生ボタン３５０は、操作部３１１とは別個に設ける構成としてもよ
いし、操作部３１１に含まれるいずれかのキーを、再生ボタン３５０として機能させるよ
うに構成してもよい。
【００３９】
　制御部（コンピュータ）３４０は、ＣＰＵ３４１と記憶部３４２とを備える。血糖測定
装置用のアプリケーションは、記憶部３４２に格納されており、ＣＰＵ３４１によって実
行される。
【００４０】
　なお、血糖測定装置用のアプリケーションが有する各モードのうち、音声出力モードに
おいて実行される処理を実現するためのプログラム（音声出力制御プログラム３７０）は
、血糖測定装置識別部３７１と、音声データ生成部３７２と、音声データ記憶部３７３と
、再生処理部３７４と、音声選択部３７５とを備える。
【００４１】
　血糖測定装置識別部３７１は、血糖測定装置用のアプリケーションが起動され、音声出
力モードが自動的に選択されて動作が開始した場合に、血糖測定装置２００からの信号を
受信することで、通信対象となる血糖測定装置を識別する。
【００４２】
　音声データ記憶部３７３は、血糖測定装置２００からの指示に基づいて出力される音声
データを記憶する。音声データは、血糖測定装置の内部状態に対応する識別子（データＮ
ｏ）と対応付けて記憶されているものとする（３７６参照）。
【００４３】
　音声データ生成部３７２は、血糖測定装置２００から血糖値データが送信された場合に
、音声データ記憶部３７３に記憶されている所定の音声データと合成し、測定結果を音声
出力するための音声データを生成する。
【００４４】
　音声選択部３７５は、血糖測定装置２００からの指示（血糖測定装置の内部状態に対応
する識別子を含む）に基づいて、音声データ記憶部３７３に記憶された音声データの中か
ら、対応する音声データを選択し、再生処理部３７４に入力する。また、血糖測定装置２
００から血糖値データが送信され、音声データ生成部３７２において測定結果を音声出力
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するための音声データが生成された場合にあっては、当該生成された音声データを再生処
理部３７４に入力する。
【００４５】
　再生処理部３７４では、音声選択部３７５より入力された音声データを音声出力部３１
４を介して音声出力する。
【００４６】
　＜４．血糖測定システムにおける血糖測定・出力処理の流れ＞
　次に血糖測定システム１００における血糖測定・出力処理の流れについて説明する。図
４は、血糖測定システム１００における血糖測定・出力処理の流れを示す図である。図４
に示すように、血糖測定システム１００では、血糖測定装置２００における血糖測定処理
の実行に伴って、携帯電話３００が音声出力制御処理を実行する。
【００４７】
　具体的には、携帯電話３００の電源が投入され、血糖測定装置用のアプリケーションが
起動され、音声出力モードが自動選択されると、音声出力制御プログラム３７０が実行さ
れ、血糖測定装置２００からの指示に基づく音声出力制御処理が開始される。
【００４８】
　音声出力制御処理が開始されると、ステップＳ４２１では、血糖測定装置識別部３７１
が、血糖測定装置探索処理を実行し、血糖測定装置２００からの信号送信の有無を確認す
る。
【００４９】
　一方、血糖測定装置２００では、ステップＳ４０１において電源が投入されると、ステ
ップＳ４０２において、血糖測定装置２００を識別する識別情報、及び、電源がＯＮされ
測定モードにより血糖測定装置２００の起動が完了したことを示す識別子（データＮｏ．
１）を含む信号が出力される。
【００５０】
　これにより、携帯電話３００では、ステップＳ４２２において、血糖測定装置２００か
ら発信された信号を受信し、血糖測定装置２００を識別した後、血糖測定装置２００との
間で通信を確立する。なお、血糖測定装置２００との間で通信が確立した後は、当該通信
が切断されるまでの間、血糖測定装置２００以外の血糖測定装置からの信号を受け付けな
いように制御されるものとする。
【００５１】
　携帯電話３００と血糖測定装置２００との間で通信が確立されると、ステップＳ４２３
では、受信した識別子（データＮｏ．１）に対応する音声データ「チップを付けてくださ
い」を出力する。
【００５２】
　携帯電話３００による音声出力に従って、ステップＳ４０３では、被検者が測定用チッ
プ２２０を測定装置本体部２１０に装着する。測定用チップ２２０が測定装置本体部２１
０に装着されることで、測定装置本体部２１０ではこれを認識し、ステップＳ４０４にお
いて、装着が完了したことを示す識別子（データＮｏ．２）を携帯電話３００に送信する
。
【００５３】
　装着が完了したことを示す識別子を受信した携帯電話３００では、ステップＳ４２４に
おいて、受信した識別子（データＮｏ．２）に対応する音声データ「血液を付けて下さい
」を出力する。
【００５４】
　携帯電話３００による音声出力に従って、ステップＳ４０５では、被検者が測定用チッ
プ２２０に血液を点着する。測定用チップ２２０への点着を検出すると、血糖測定装置２
００では、ステップＳ４０６において、携帯電話３００に点着完了を示す識別子（データ
Ｎｏ．３）を送信するとともに、ステップＳ４０７では、血糖値の測定を開始する。
【００５５】
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　点着完了を示す識別子を受信した携帯電話３００では、ステップＳ４２５において、受
信した識別子（データＮｏ．３）に対応する音声データ「９、８、・・・１」を出力する
。
【００５６】
　血糖測定装置２００では、携帯電話３００によるカウントダウンの音声出力が完了する
までに、あるいは完了すると同時に、血糖値の測定が完了する（ステップＳ４０８）。
【００５７】
　血糖値の測定が完了した血糖測定装置２００では、ステップＳ４０９において、測定結
果である血糖値データを表示部２１４に表示する。
【００５８】
　更に、ステップＳ４１０において、測定結果である血糖値データを携帯電話３００に送
信する。血糖測定装置２００より測定結果である血糖値データが送信された携帯電話３０
０では、当該血糖値データを受信すると、ステップＳ４２６において、受信した血糖値デ
ータを受信日時と対応付けてメモリに保存する。
【００５９】
　更に、ステップＳ４２７では、ステップＳ４２６において受信した測定結果である血糖
値データに基づいて、音声データを生成する。具体的には、データＮｏ．４に示す音声デ
ータに、ステップＳ４２６において受信した測定結果である血糖値データを組み込み、「
血糖値は○○です」という音声データを生成する。
【００６０】
　そして、ステップＳ４２８では、ステップＳ４２７で生成した音声データを出力する。
音声データを出力した後は、血糖測定装置２００の電源がＯＦＦになるまで待機し、ステ
ップＳ４１１において、血糖測定装置２００の電源がＯＦＦになると、ステップＳ４２９
では、携帯電話３００が血糖測定装置２００との通信を切断する。
【００６１】
　なお、血糖測定装置２００との通信を終了した後は、音声出力制御処理を終了するよう
に構成してもよいし、ステップＳ４２１に戻り、他の血糖測定装置を検索するように構成
してもよい。
【００６２】
　＜５．携帯電話における再生処理の流れ＞
　次に携帯電話３００における再生処理の流れについて説明する。携帯電話３００では、
血糖測定装置２００において再生ボタン２１６が押圧された場合、または携帯電話３００
において再生ボタン３５０が押圧された場合に、音声データの再生処理を行うよう構成さ
れている。
【００６３】
　具体的には、図５に示すように、音声出力制御処理が開始されると同時に再生処理が開
始され、血糖測定装置２００より、再生ボタン２１６が押圧された旨の信号を受信してい
ないか、あるいは、携帯電話３００において、再生ボタン３５０が押圧されていないかの
判定を開始する（ステップＳ５０１）。
【００６４】
　ステップＳ５０１において、再生ボタン２１６が押圧された旨の信号を受信したと判定
された場合、あるいは、携帯電話３００において、再生ボタン３５０が押圧されたと判定
された場合には、ステップＳ５０２に進む。
【００６５】
　ステップＳ５０２では、音声選択部３７５が、直近に選択した音声データを識別し、当
該音声データを再生処理部３７４に入力する。なお、直近に選択した音声データが、測定
結果である血糖値データを音声出力するための音声データであった場合には、当該生成さ
れた音声データを再生処理部３７４に入力する。
【００６６】
　ステップＳ５０３では、再生処理部３７４が、当該入力された音声データを、音声出力
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部３１４を介して音声出力するよう制御する。
【００６７】
　ステップＳ５０４では、音声出力制御処理が終了したか否かを判定し、終了していなけ
ればステップＳ５０１に戻る。一方、音声出力制御処理が終了したと判定された場合には
、あわせて再生処理も終了する。
【００６８】
　このように再生処理が実行されることにより、例えば、図４のステップＳ４２３の後に
再生ボタンが押圧された場合にあっては、ステップＳ４２３において音声出力された音声
データが再度出力され、ステップＳ４２４の後に再生ボタンが押圧された場合にあっては
、ステップＳ４２４において音声出力された音声データが再度出力される。
【００６９】
　更に、ステップＳ４２８の後に再生ボタンが押圧された場合にあっては、ステップＳ４
２８において音声出力された音声データが再度出力される。
【００７０】
　つまり、血糖測定装置及び携帯電話のそれぞれに配された再生ボタンのうち、いずれか
の再生ボタンが押圧されることで、直近に音声出力された音声データが再生されることと
なり、被検者は音声データを聞き逃した場合であっても、再度音声データを聴取すること
が可能となる。
【００７１】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態に係る携帯電話３００では、血糖測定装置
２００の操作内容を示す音声データ及び測定結果である血糖値データを音声出力するため
の音声データを記憶しておき、血糖測定装置２００からその内部状態に対応する識別子を
受信した場合にあっては、対応する操作内容を示す音声データを出力する構成とした。ま
た、測定結果である血糖値データを受信した場合にあっては、当該血糖値データと当該血
糖値データを音声出力するための音声データとを合成し、血糖値データを音声出力するた
めの音声データを生成したうえで、出力する構成とした。
【００７２】
　これにより、血糖測定装置の測定時の内部状態に応じた操作ガイダンスや測定結果であ
る血糖値データを、携帯電話にて音声出力させることが可能となり、血糖測定装置に音声
出力機能を配することなく、音声出力機能を実現することが可能となる。
【００７３】
　つまり、血糖測定装置の操作性、携帯性を維持しつつ、音声出力機能を実現することが
可能となる。
【００７４】
　［第２の実施形態］
　上記第１の実施形態では、血糖測定装置２００の測定モードにて血糖測定処理が行われ
た場合の、携帯電話３００における音声出力制御処理について説明したが、本発明はこれ
に限定されない。例えば、血糖測定装置２００にて過去に測定され、記憶部２４２内に測
定日時と対応付けて記憶されている過去の血糖値データを呼び出す場合（つまり、履歴呼
び出しボタン２１５が押圧され履歴呼び出しモードに移行した場合）であっても、適用可
能である。
【００７５】
　そこで、本実施形態では、血糖測定装置２００において履歴呼び出しボタン２１５が押
圧された場合の、携帯電話３００における音声出力制御処理について説明する。
【００７６】
　図６は、血糖測定システム１００における履歴呼び出し・出力処理の流れを示す図であ
る。なお、図６において、携帯電話３００及び血糖測定装置２００の電源がそれぞれ投入
され、両者の間で通信が確立するまでの処理は、上記第１の実施形態と同じであるため、
ここでは説明を省略する。
【００７７】
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　携帯電話３００との通信が確立した血糖測定装置２００において、被検者が履歴呼び出
しボタン２１５を押圧すると（ステップＳ６０３）、ステップＳ６０４では、血糖測定装
置２００が履歴呼び出しモードに移行したことを示す識別子が携帯電話３００に送信され
る。
【００７８】
　履歴呼び出しモードに移行したことを示す識別子を受信した携帯電話３００では、ステ
ップＳ６２３において、当該識別子に対応する音声データ「履歴呼び出しモードです」を
出力する。なお、当該音声データは、音声データ記憶部３７３に、所定のデータＮｏと対
応付けて予め格納されているものとする。
【００７９】
　履歴呼び出しモードに移行した血糖測定装置２００では、記憶部２４２内に測定日時と
対応付けて記憶されている過去の血糖値データを呼び出し、表示部２１４に表示する。具
体的には、履歴呼び出しボタン２１５が１回押圧されると、前回測定された血糖値データ
とその測定日時が表示される。更に、もう１回押圧されると、前々回測定された血糖値デ
ータとその測定日時が表示される。更に、履歴呼び出しボタン２１５が長押しされると、
過去の血糖値データとその測定日時とが、早送りで表示される。
【００８０】
　ステップＳ６０５において、被検者が、所望の回数だけ履歴呼び出しボタン２１５を押
圧することで過去の血糖値データを選択すると、ステップＳ６０６では、押圧後に表示部
２１４に表示された血糖値データと、該血糖値データを測定した測定日時に関する情報と
を、携帯電話３００に送信する。
【００８１】
　血糖測定装置２００より血糖値データと測定日時に関する情報とが送信されると、携帯
電話３００では、これを受信する（ステップＳ６２４）。更に、ステップＳ６２５におい
て、ステップＳ６２４において受信した血糖値データ及び測定日時に基づいて、音声デー
タを生成する。具体的には、「○月○日○時、血糖値は○○です」という音声データを生
成する。なお、音声データ記憶部３７３には、血糖値データと該血糖値データの測定日時
とを音声出力する際に用いられる音声データが予め記憶されているものとする。
【００８２】
　そして、ステップＳ６２６では、ステップＳ６２５で生成した音声データを出力する。
音声データを出力した後は、血糖測定装置２００の電源がＯＦＦになるまで待機し、ステ
ップＳ４１０において、血糖測定装置２００の電源がＯＦＦになると、ステップＳ４２９
では、携帯電話３００が血糖測定装置２００との通信を切断する。
【００８３】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態に係る携帯電話３００では、血糖測定装置
２００において履歴呼び出し処理が行われ、所定の血糖値データが選択された場合に、当
該選択された血糖値データと当該血糖値データの測定日時情報とを受信し、音声データを
生成したうえで、出力する構成とした。
【００８４】
　これにより、血糖測定装置２００において履歴呼び出しボタンが押圧された場合にも対
応することが可能となる。
【００８５】
　なお、上記説明では、血糖測定装置２００の電源が投入された後に、履歴呼び出しボタ
ンが押圧されることで履歴呼び出しモードに移行した場合について説明したが、本発明は
これに限定されず、血糖測定処理が行われた後に、履歴呼び出しボタンが押圧されること
で履歴呼び出しモードに移行した場合であっても同様である。
【００８６】
　また、上記説明では、特に履歴呼び出しモードに移行後に再生ボタンが押圧される場合
についてまでは特に言及しなかったが、履歴呼び出しモードに移行後に再生ボタンが押圧
された場合の、携帯電話３００における再生処理は、図５を用いて説明した再生処理と基



(12) JP 2012-141204 A 2012.7.26

10

20

30

本的に同じである。つまり、再生ボタンが押圧された旨の信号を受信したと判定された場
合に、直近に出力された音声データ（血糖値データとその測定日時とが含まれる音声デー
タ）が再度出力されることとなる。
【００８７】
　また、上記説明では、履歴呼び出しボタン２１５が押圧されることで、ただちに履歴呼
び出しモードに移行することとしたが、本発明はこれに限定されず、血糖測定装置２００
が測定モードで、かつ点着完了識別子が送信されてから（ステップＳ４０６）、血糖値デ
ータを取得する（ステップＳ４２６）までの間は、血糖測定装置２００からの履歴呼び出
しモード識別子の送信を受け付けないように構成してもよい。
【００８８】
　また、上記説明では、履歴呼び出しボタン２１５が押圧された回数に応じて過去の血糖
値データが選択される構成としたが、本発明はこれに限定されない。例えば、履歴呼び出
しボタン２１５が押圧された回数に応じて表示部２１４に過去の血糖値データが表示され
た状態で、他のボタン（例えば、再生ボタン２１６）が押圧されたことを契機として、血
糖値データ及び測定日時に関する情報が携帯電話３００に送信されるように構成してもよ
い。
【００８９】
　また、上記説明では、血糖値データ及び測定日時に関する情報を受信した場合に、ただ
ちに音声データを出力する構成としたが、本発明はこれに限定されず、例えば、携帯電話
３００にて再生ボタンが押圧された場合に、音声データを出力するように構成してもよい
。
【００９０】
　［その他の実施形態］
　上記第１及び第２の実施形態では、音声出力機能を有する血糖測定装置２００を例に挙
げて説明したが、本発明はこれに限定されず、音声出力機能を有する医療機器であれば、
他の医療機器であってもよい。
【符号の説明】
【００９１】
１００・・・血糖測定システム（音声出力システム）、２００・・・血糖測定装置、２１
０・・・測定装置本体部、２１１・・・ハウジング、２１２・・・測定部、２１３・・・
電源スイッチ、２１４・・・表示部、２１５・・・履歴呼び出しボタン、２１６・・・再
生ボタン、２２０・・・測定用チップ、２２１・・・細管部、２２２・・・ホルダ、３０
０・・・携帯電話、３１１・・・操作部、３１２・・・表示部、３１３・・・音声入力部
、３１４・・・音声出力部、３１５・・・操作画面、３１６・・・アンテナ
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